





































 We verified how environmental accounting information of the textile industry has been 
disclosed over the past 10 years. The following five companies were covered in this study: 
TORAY INDUSTRIES, INC. TEIJIN Limited, KURARAY CO., LTD. UNITIKA LTD. and 
GUNZE LIMITED. The characteristics of the qualitative information are, first, that the 
scope of calculating environmental conservation costs is accounted by the group company, 
not the parent. Second, guarantee operations by third parties are not sufficiently 
conducted. On the other hand, quantitative information shows, first, that Toray had 
maximum investment in environmental conservation costs, with about ¥2.1 billion a year on 
average, and Teijin had maximum expenditure for environmental costs at about ¥9.5 billion.  
Second, pollution prevention costs and global environmental conservation costs accounted 
for about 80% of the composition of expenditures for environmental investments, and 
pollution prevention and resource circulation costs accounted for over about 70% of 
environmental expenses. Third, it was found that TEIJIN and UNITICA rank higher than 
the other three companies when observing environmental conservation costs as compared 
to the scale of operation. That is, we can assume both companies have conducted 






















































































№ 項 目 東 レ 帝　人 ク ラ レ ユ ニ チ カ グ ン ゼ
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注 1）帝人は ESH 会計として環境保全（Ｅ）、安全・防災（Ｓ）、健康（Ｈ）を全事業活動の重要課題としそのための環境負
荷低減と従業員の安全・健康の投資と費用額を開示している。
２）LRQA（Lloyd’s Register Quality Assurance）とは独立した審査や認証、検証妥当性等を行う認証機関である。1986 年
英国の認証機関 NACCB より BS5750 の第 1 号の第三者認証機関として認定を受ける。東レはこの機関の第三者保証書があ
る。当社の温室効果ガス排出インベトリについて検証実施している。ISO14064-1-2006, ISO14064-3-2006 に関して検証
をしている。120 か国で 6 万件以上の審査登録業務を実施している。http://www.lrqa.or.jp/who-we-are/index.aspx
（出所）東レ株式会社『東レグループ CSR レポート 2014』、帝人株式会社『2014 年帝人グループ CSR 報告書』、クラレ株
式会社『クラレ CSR レポート 2014』、ユニチカ株式会社『ユニチカ CSR レポート 2014』、グンゼ株式会社『グンゼグルー







































































































年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 平均 10 年推移１）
東
レ
4,017 2,810 2,087 2,717 1,668 2,440 1,236 1,045 1,319 1,666 2,101
帝
人
2,577 3,025 3,598 2,978 2,546 2,362 852 1,257 1,289 809 2,129
クラ
レ
2,330 2,084 1,437 1,673 912 124 210 879 597 452 1,070
ユ ニ 
チ カ
558 181 261 358 441 199 251 213 288 294 304
グン
ゼ
304 230 208 148 379 355 700 279 222 92 292
合計 9,786 8,330 7,591 7,874 5,946 5,480 3,249 3,673 3,715 3,313 5,896
注 1）このスパークラインは 10 年間の環境投資の推移を折れ線グラフで示したもの。
（出所）各社「CSR 報告書」の環境会計の投資金額をもとに作成。
（単位：百万円）
年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 平均 10 年推移１）
東
レ
7,549 6,310 6,747 8,062 8,122 6,761 7,062 8,173 6,573 7,446 7,281
帝
人
8,577 8,017 9,405 12,416 12,567 9,910 9,658 8,131 8,385 8,039 9,511
クラ
レ
3,777 4,172 4,176 4,109 3,922 3,701 2,262 2,342 2,415 679 3,156
ユ ニ 
チ カ
2,070 2,111 2,122 2,593 2,833 1,488 1,502 1,550 1,586 1,662 1,952
グン
ゼ
1,121 1,260 1,161 1,149 1,128 967 1,173 1,052 858 756 1,063
合計 23,094 21,870 23,611 28,329 28,572 22,827 21,657 21,248 19,817 18,582 22,961



















































































































東レ 帝人 クラレ ユニチカ グンゼ 平　　均
投資 比率 投資 比率 投資 比率 投資 比率 投資 比率 投資 比率
公 害 防 止１） 1,364 64.9% 717 33.7% 538 50.3% 196 64.3% 143 48.8% 592 50.1%
地球環境保全 629 29.9% 843 39.6% 349 32.6% 41 13.4% 63 21.6% 385 32.6%
資 源 循 環 49 2.4% 227 10.7% 161 15.0% 65 21.4% 75 25.6% 115 9.8%
上 下 流 32 1.5% 41 1.9% 0 0.0% 0 0.0% 4 1.4% 15 1.3%
管 理 活 動 0 0.0% 0 0.0% 22 2.1% 2 0.7% 8 2.6% 6 0.5%
研 究 開 発 0 0.0% 302 14.2% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.1% 61 5.1%
社 会 活 動 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0%
環境損傷対応 27 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 5 0.5%






東レ 帝人 クラレ ユニチカ グンゼ 平　　均
費用 比率 費用 比率 費用 比率 費用 比率 費用 比率 費用 比率
公 害 防 止１） 4,710 64.7% 2,149 22.6% 1,813 57.5% 671 34.4% 301 28.2% 1,929 42.0%
地球環境保全 0 0.0% 554 5.8% 430 13.6% 50 2.6% 290 27.2% 265 5.8%
資 源 循 環 1,737 23.9% 2,706 28.5% 520 16.5% 679 34.8% 230 21.5% 1,174 25.6%
上 下 流 23 0.3% 159 1.7% 123 3.9% 80 4.1% 30 2.8% 83 1.8%
管 理 活 動 390 5.4% 629 6.6% 123 3.9% 82 4.2% 144 13.5% 273 6.0%
研 究 開 発 0 0.0% 2,518 26.5% 147 4.6% 326 16.7% 50 4.7% 608 13.2%
社 会 活 動 33 0.4% 684 7.2% 0 0.0% 41 2.1% 12 1.1% 154 3.4%
環境損傷対応 387 5.3% 111 1.2% 0 0.0% 22 1.1% 24 2.2% 109 2.4%





































年月 東レ 帝人 クラレ ユニチカ グンゼ 平均 東レ 帝人 クラレ ユニチカ グンゼ 平均
2005.3 0.89 1.23 1.72 1.21 0.89 1.19 6.10 4.76 5.10 8.43 3.23 5.52
2006.3 0.64 1.18 1.67 1.06 0.90 1.09 2.73 4.53 6.15 2.79 3.06 3.85
2007.3 0.57 1.29 1.46 1.08 0.83 1.05 1.73 4.75 3.81 4.56 1.23 3.22
2008.3 0.65 1.49 1.38 1.26 0.79 1.11 1.83 3.52 3.92 5.00 2.46 3.35
2009.3 0.67 1.60 1.28 1.56 0.99 1.22 1.83 3.36 2.34 5.37 5.05 3.59
2010.3 0.68 1.60 1.15 0.93 0.96 1.06 4.50 6.51 0.62 5.58 7.18 4.88
2011.3 0.54 1.29 0.68 0.97 1.40 0.98 2.23 2.92 1.02 5.68 11.67 4.70
2012.3 0.58 1.10 0.87 1.01 0.97 0.91 1.11 3.89 2.26 2.62 2.31 2.44
2013.3 0.50 1.30 0.82 1.17 0.82 0.92 1.35 3.55 1.31 4.73 3.20 2.83
2014.3 0.50 1.13 0.27 1.20 0.60 0.74 1.46 2.68 0.76 5.99 1.36 2.45






年月 東レ 帝人 クラレ ユニチカ グンゼ 平均 東レ 帝人 クラレ ユニチカ グンゼ 平均
2005.3 0.62 1.00 1.17 1.02 0.74 0.91 ― 0 1.63 5.29 ― 3.46
2006.3 0.47 0.93 1.24 1.05 0.80 0.90 ― 1.37 1.48 7.06 ― 3.30
2007.3 0.47 1.01 1.21 1.01 0.75 0.89 ― 4.85 1.58 7.17 ― 4.53
2008.3 0.52 1.28 1.11 1.16 0.73 0.96 ― 11.02 1.24 8.49 ― 6.91
2009.3 0.57 1.36 1.13 1.40 0.77 1.05 ― 8.33 0.78 7.28 1.74 4.53
2010.3 0.51 1.32 1.22 0.86 0.71 0.92 ― 10.85 0.85 6.73 0.85 4.82
2011.3 0.49 1.26 0.73 0.88 0.90 0.85 ― 12.23 0.75 7.91 1.32 5.55
2012.3 0.55 0.99 0.75 0.94 0.78 0.80 ― 8.37 0.64 7.93 1.45 4.60
2013.3 0.44 1.14 0.75 1.03 0.66 0.80 ― 8.68 0.90 8.47 0.79 4.71
2014.3 0.43 1.05 0.19 1.07 0.55 0.66 ― 9.01 0.06 13.01 0.53 5.65



















































































に 約19億 円、42 ％、 資 源 循 環 に 約11億 円、







































年　月 2005.3 2006.3 2007.3 2008.3 2009.3 2010.3 2011.3 2012.3 2013.3 2014.3 平均
分　類 投資
３）
費用 投資 費用 投資 費用 投資 費用 投資 費用 投資 費用 投資 費用 投資 費用 投資 費用 投資 費用 投資 費用
公害防止
大気 845 1,315 793 1,466 704 1,794 1,022 2,295 421 2,357 1,050 1,315 224 1,822 138 1,908 482 1,489 316 2,183 600 1,794
水質 793 2,282 881 2,158 726 2,282 969 2,660 554 2,464 563 2,083 254 2,643 459 2,674 257 2,409 878 2,581 633 2,424
騒音・振動 20 11 71 12 7 29 12 30 8 22 2 598 32 40 6 17 11 7 2 6 17 77
緑化 13 342 0 323 2 278 0 228 3 288 0 308 0 259 0 278 1 258 0 254 2 282
悪臭その他 38 18 70 29 215 17 159 33 207 166 99 214 53 152 71 174 74 332 128 199 111 133
地球環境保全 2,102 ― 646 ― 246 ― 430 ― 473 ― 590 ― 669 ― 341 ― 486 ― 310 ― 629 ―
資源循環 88 2,755 78 1,272 119 1,311 97 1,764 2 1,934 74 1,548 4 1,477 10 2,427 8 1,346 14 1,540 49 1,737
上下流 89 4 32 5 68 38 28 97 0 23 62 15 0 3 21 4 0 4 18 41 32 23
管理活動 0 383 0 417 0 406 0 371 0 371 0 381 0 366 0 400 0 443 0 358 0 390
社会活動 0 35 0 22 0 34 0 26 0 43 0 20 0 27 0 32 0 39 0 49 0 33
環境損傷対応 29 404 239 606 0 558 0 558 0 454 0 279 0 273 0 259 0 246 0 235 27 387








585 691 574 542 597 906 1021 167 171 146 540
廃棄物処分費用の
削減効果５）
23 57 31 43 125 92 50 16 40 24 50.1
資源循環に係る不
可物の売却額

















（出所）2004 年度～ 13 年度の『東レグループ CSR 報告書』の環境会計情報をもとに作成。他に『東レグループ CSR レポート 2014』75 頁を参照。
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わが国の環境会計情報の分析
３）東洋紡の環境会計情報のうち環境保全コストの
開示は2010年度からである。また旭化成は環境会
計情報をケミカルズ、せんい、エレクトロニクス、
イーマテリアルズと分野別で開示している。
４）「環境報告書」、「CSR報告書」の冊子での入手は
株式会社ブレインズ・ネットワーク「CSR図書
館.net」や経済産業省「環境報告書プラザ」がある。
５）環境会計の限界として集計範囲（Boundary）
の問題がある。財務会計のように単体の会計情報
や連結会計の情報開示ではなく各社の集計範囲が
統一されていないと情報の比較可能性に疑問が生
じてしまう。
６）GRI（Global Reporting Initiative）GRIは国際的
なサステナビリティ・レポーティングのガイドラ
イン作りを使命とする非営利団体でオランダに本
部をおきUNEP（国連環境計画）の公認団体であ
る。また環境省の「環境会計ガイドライン2005年
版」が現在も指針として利用されている。また「環
境報告ガイドライン2012年」でも環境会計ガイド
ラインについても言及している。
７）東レ㈱『東レグループCSRレポート2014』75頁。
８）帝人㈱のHP社会環境（CSR）ESHマネジメン
トデータを参照。
　　http://www.teijin.co.jp/csr/environment/data.html
９）㈱クラレ『クラレCSRレポート2014』24頁。
10）ユニチカ㈱『ユニチカグループCSRレポート
2014』24頁。
11）排水処理設備設置による下水道費の削減額や特
定の環境対策を行わなかった場合に想定される賠
償額などのリスク回避効果（みなし効果）は採用
していない、グンゼ㈱『グンゼグループCSR報告
書2014』21頁。
12）帝人㈱『帝人CSRレポート2014』52頁。
13）環境投資とは対象期間における環境保全を目的
にした支出額でその効果が数期にわたって持続し
その期間に費用化されるものである。また環境費
用は同目的で財・サービスの費消によって発生す
る費用又は損失である。環境省『環境会計ガイド
ライン2005年版』７頁。
14）環境省『環境会計ガイドライン2005年版』では
公害防止と地球環境保全と資源循環の３項目は事
業エリア内コストの分類項目に入れている環境省
『環境会計ガイドライン2005年版』12-13頁。
15）國部克彦、梨岡英里子「日本企業の環境会計情
報開示に関する現状分析」『会計プログレス』（3）
日本会計研究学会、2002年、68-70頁。
（参考文献）
大田博樹「非財務情報の現代的意義の再考：環境会
計情報を中心として」、『経営管理研究』（2）、
2012年７月、20-30頁。
金藤正直「日本企業における環境会計情報システム
の現状と展開の方向性」、『横浜国際社会科学研
究』8（5）、2004年１月、721-745頁。
金藤正直「サプライチェーン環境会計情報システム
の構築方法」『會計』169（6）、2006年６月、
928-939頁。
金藤正直「環境会計情報システムの動向と展開－欧
州と日本の企業への導入モデルを考慮して－、
『人文社会論叢 社会科学篇』（18）、2007年、
29-45頁。
國部克彦、梨岡英里子「日本企業の環境会計情報開
示に関する現状分析」『会計プログレス』（3）
日本会計研究学会、2002年、65-76頁。
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 http://www.kuraray.co.jp/csr/pdf/kuraray2010.pdf
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 http://www.kuraray.co.jp/csr/pdf/kuraray2011.pdf
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８月。
 http://www.kuraray.co.jp/csr/pdf/kuraray2014.pdf
株式会社ブレインズ・ネットワーク「CSR図書館.net」
 http：//csr-toshokan.net/index.php
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